
  令和３年度鳥取県精神保健福祉士会第 3回研修会 

  「可視化」でもっとソーシャルワークを深めよう 

  ～若手もベテランも思考の見える化でできること～ 

講師 日本精神保健福祉士協会 会長 田村 綾子氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○講師プロフィール 

現職  

 ・聖学院大学心理福祉学研究科・心理福祉学部教授 

 ・日立製作所京浜地区産業保健センター（非常勤） 

略歴 

 ・明治学院大学社会福祉学科３年次の精神科病院での実習を経験し、 

 精神科ソーシャルワーカーを志す 

 ・精神科ソーシャルワーカーとして精神科病院に 16年間勤務 

 ・産業メンタルヘルスの実践（非常勤で 23年目） 

 ・研究テーマは「障害者の地域移行と地域生活支援」、 

 「ソーシャルワーク・スーパービジョン」 

 ・2004 年度より日本精神保健福祉士協会常任理事、 

  2012 年度より副会長、2020 年度会長に就任 

主著 

 『精神保健福祉士の実践知に学ぶソーシャルワークシリーズ』１～４巻 

（中央法規出版） 

 『かかわりの途上で～心の伴走者 PSW が綴る 19 のショート・ストーリー』 

（へるす出版新書） など 

 

 

 

 

 

ソーシャルワークの思考の可視化って？ 

精神保健福祉士は面接場面、集団場面、日常の何気ない会話場面で

クライエントとやり取りをしながら支援をしています。このとき、何に着目し、ど

のように分析し、考え、判断して支援を展開しているのでしょうか。 

この第三者には見えてこない「思考」を自覚的に言語化することは実践の

省察やスーパービジョンの手がかりになり、自己研鑽に役立ちます。 

若手もベテランも思考の見える化でソーシャルワークを深めましょう！ 

 
（参考文献） 

精神保健福祉士の実践知に学ぶソーシャルワークシリーズ１～４巻 

シリーズで発売中。 

 
※ 今回の研修参加に際して書籍をお持ちの方は受講時 

にご持参（ご用意）ください。書籍の購入は必須ではありません。 

 

今回主に 

取扱うテーマは 

こちら！ 



 

◎日 時： 令和 4 年 2 月 5 日（土） 13 時 30 分～１６ 時 30 分  

 

◎会 場：【鳥取市会場】県民ふれあい会館 大会議室、中研修室（3）[定員 42 人]  

〒680-0846 鳥取市扇町 21 番地 

【米子市会場】米子コンベンションセンター 第 7 会議室 ［定員 58 人］ 

        〒683-0043 米子市末広町 294 

 

◎Ｗｅｂ： Ｚｏｏｍ  

 ※ 会場参加または Web 参加のどちらかを選択  

 ※ 講師は、鳥取市会場から講演いただく予定で、来鳥前には PCR 検査を受検  

 

 

◎プログラム  

13：30    開会（13 時 受付開始）  

13：40   ・講演①  

・演習（個人ワーク、グループワーク）  

－ 休憩 －  

・発表（疑問点・講師への質問）  

・講演②  

・グループワーク（感想など）、全体共有  

・まとめ  

16：30    終了 

 

 

 

◎申し込みはこちらから 

 申し込み方法 QR コードよりお申し込みください 

        もしくは、以下の URL からお申込みください 

https://forms.gle/ZRBUgUP785jLf1hF9 

 申し込み締切 令和 4 年 1 月 11 日（火） 

 

 

◎問い合わせ先 

鳥取県精神保健福祉士会 事務局 

渡辺病院 地域医療連携課内   担当：山口麻意、河原香緒里 

TEL   0857-39-1151 または 1152（直通） 

E-mail  tottoripswjimukyoku@gmail.com 

  


